
はじめに

日本人女性の痩せ願望とそれに付随する健康リスク
は、多くの研究によって指摘されてきている。とりわけ
若年女性はその多くが標準体型に収まっているにもかか
わらず、痩せ願望が強い傾向にあり、自己の身体に対す
る認識のずれが生じていることがわかっている１。また、
日本人若年女性の痩身志向の強さは「他の国に比べて特
徴的であること」２もわかっている。
多くの若年女性は、厚生労働省が「やせ」と定義する
体格［BMI（Body Mass Index）値＜１８．５］の中の１８．０
-１９．０前後を望んでいる３。この BMI 値はファッション
モデルとほぼ同じであり、現代女性の身体的理想像がモ
デルのようなすらりとした体つきであることがわかる。
このような体型が望まれる背景にはひとえにメディアの
存在があり、多くの女性がメディアを理想の身体像の情
報源として認知していることがわかっている４。
近年の身体像の傾向を左右するメディアとして、ソー
シャルメディア５に触れないわけにはいかないだろう。
自己承認欲求も相まって実に多くの一般女性が写真・動
画による自己発信を行っている。そのため“見られるか
らだ”を意識することが増えており、理想像の追求に拍
車がかかっていることが考えられる。また、ソーシャル
メディア上では「筋トレ女子」というハッシュタグが多
くつけられ、細いだけの痩身ではなく適度に筋肉のつい
た引き締まった体型の提供がなされている６。特にモデ
ルやタレントといった理想のアイコンとされる人々が、
スリムで且つ筋肉のついた健康的な身体を発信し、それ
に影響される若年女性も多い７。
一方で、２０１３年に刊行された雑誌『la farfa』は、肥

満体型の女性向けファッション雑誌であり、痩身信仰の
蔓延する現代社会に一石を投じた。「体型を気にせずお
しゃれを楽しむ」ことや「ぽっちゃり」でも魅力的に見
せられる着こなし方を提案し、それまで痩身であること
が常識とされたファッション業界に革命をもたらした８。
同誌では、肥満や太いといったネガティブなイメージの
ある語を使わず、「プラスサイズ」という語を用いるこ
とで身体規格の一つとして取り扱っていることも画期的
である。
このような現代の情勢を踏まえるに、若年女性の身体
的理想像は、やせを主流としつつも、筋肉質で引き締まっ
た身体や、ありのままの肥満体型など、多様化している
ことが予測される。

若年女性の身体的理想像に関する先行研究

若年女性の理想の体格・体型に関する数多くの先行研
究のほぼすべてが、現実体型と理想体型の乖離を示して
いる。しかし、それらの多くはBMI 値や身体像図形か
ら求めたものであり、身体部位ごとの志向を明らかにし
たものは少ない。
そのような中で、鈴木・菅原は身体部位も含めた身体
的理想像に関する一連の研究を行なっている。まず鈴
木・菅原（２０１１）９は、女性の理想の身体とは一元的な痩
身ではなく、「引き締まり」・「スリム」・「背の高さ」・「肉
付きのよさ」・「胸の大きさ」の５つの身体像の軸が存在
することを示し、理想体型が多次元構造になっているこ
とを明らかにした。
さらに鈴木ら（２０１７）２は、多次元構造に基づいた理想
体型の継続調査を行い、若年女性の共通の理想像が「細
くて引き締まっており、ふくよかさは無く、バストは大
きく、手足が長い体型」であることを明らかにしている。こども教育宝仙大学 専任講師
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以上のように、痩身志向といってもただやせであるこ
とが求められているわけではなく、部位によって拡大・
縮小志向があることがわかっている。
また、菅原・鈴木（２０１０）１０は（株）ワコールとの共同
研究において、２０歳代から７０歳代までの女性を対象にし
た調査で「くびれがある」・「お腹がぺたんこ」・「腕が細
い」・「鎖骨が出ている」・「胸が大きい」等、部位別の要
素も含めた理想像を２７項目にわたり挙げている。しかし
当該研究では、脚・バスト・ウエストなど理想像として
注視されやすい部位のみに着目した項目となっており、
全身の部位をまんべんなく取り扱ったものではない。
森下ら（１９８３）１１は、１０歳代から６０歳代までの女性を対
象に質問紙法により、理想の自己身体像を明らかにした
（調査は１９８１年）。この研究は、頭から足までの詳細な
身体部位および身体組成についての自己身体像の拡大志
向（+）［高く・長く・太く・厚くなりたい］・縮小志向
（－）［低く・短く・細く・薄くなりたい］・現状容認（±）
［今のままでいい］を調査したものである。それによる
と、１０歳代から６０歳代に共通して細長体型志向と痩身志
向がみられることを報告している。
岩川（２００７）１２は、森下ら（１９８３）１１の質問紙法を用い、
青年期男女の自己身体像の拡大・縮小志向の調査（調査
は２００６年）を行い、理想とする自己身体像の男女差につ
いて考察した。さらに青年期女子については、森下ら
（１９８３）１１の１９８１年調査との比較を行った。それによると、
１９８１年調査・２００６年調査ともに痩身志向を示すが、２００６
年調査では痩身志向が加速していることを指摘してい
る。
それでは、２００６年調査から十数年経過した現在では、

若年女性はどのような身体的理想像を持っているのであ
ろうか。目まぐるしく変化する現代の社会情勢や価値観
を受けて、理想像はどのように変化してきたのであろう
か。森下ら（１９８３）１１・岩川（２００７）１２の報告を受け継ぎ、
新たな調査を試みたい。

研究目的

本研究は、日本人女子大学生を対象に、森下ら（１９８３）１１

の質問紙法により自己身体像の拡大・縮小志向について
の調査を行い、現代の若年女性の自己身体像の志向を明
らかにすることを目的とする。さらに森下ら（１９８３）１１の
１９８１年調査・岩川（２００７）１２の２００６年調査との比較より年
次的変化について検討を加える。そして今日の社会情勢
も踏まえて、２０２０年の若年女性の身体的理想像について
考察する。

対象と方法

研究対象は、都内K大学１９～２０歳女子学生４０名（２０２０
年調査）である。方法は森下ら（１９８３）１１の質問紙法によ
る。図１のような身体図を附した質問紙に３９項目の身体
部位と身体組成をあげ、各項目に『＋プラス（高く・長
く・太く・厚くなりたい）、－マイナス（低く・短く・
細く・薄くなりたい）、±プラスマイナス（今のままで
いい）』の３項目の選択肢を設け、該当項目へのチェッ
ク（○印）の記入および選択理由（任意記述）の記述を
求めた。
資料は３９項目についてプラス（+）・マイナス（－）・
プラスマイナス（±）の選択率（%）を算出し、２０２０年
の若年女性の自己身体像の志向をみた。さらに森下ら
（１９８３）１１の１９８１年調査（都内O大学１８～１９歳女子学生
１９５名）および岩川（２００７）１２の２００６年調査（都内T大学
１８～１９歳女子学生６３名）と比較し、年次差をみた（χ２

検定）。

倫理的配慮

本調査は、研究対象者に対し、研究目的・内容を説明
し、回答は自由意志であること、調査協力により不利益
を得ることはないこと、調査結果は研究以外に使用しな
いこと、質問紙は無記名であり個人が特定されることは
ないこと、回答をもって研究協力の合意を得られたとす

図 1 質問紙に附された図
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ることを口頭にて説明し実施した。

結果と考察

図２は２０２０年調査、図３は１９８１年調査、図４は２００６年
調査における女子大学生の身体部位・身体組成の３９項目
の拡大・縮小傾向を示している。上から〈全身〉身長・
体重、〈長さ〉首・胴・上肢・下肢・大腿・下腿、〈周・
幅〉首・肩幅、胸囲（バスト）・胸の厚み・腹囲（ウエ
スト）・腰囲（ヒップ）・腰幅・上腕・前腕・手首・大
腿・下腿・足首、〈頭・顔〉頭囲・顔の長さ・顔幅・目・
鼻の高さ・鼻幅・口・耳・ほほ・あご、〈手・足〉手・
足、〈器官・組成〉筋肉・脂肪・心臓や血液、胃や腸、
肺や気管・腎臓や膀胱の６項目群に分け、中央より右に
拡大志向（＋選択率・％）、左に縮小志向（－選択率・
％）を棒グラフで示している。図３・４中央＊印は、年
次差を示す（＊：ｐ＜０．０５，＊＊：ｐ＜０．０１）。

１ 2020年調査の女子大学生の自己身体像
身体部位・身体組成の３９項目の＋・－選択率７５％以
上・５０％以上の項目より、若年女性の自己身体像の拡
大・縮小志向をみた（図２）。
拡大志向（+）
選択率の高いものから、目が７５%以上、鼻の高さ・下
肢長・胸囲（バスト）・身長・下腿長・大腿長が５０％以
上、筋肉がそれにつぐ。
縮小志向（-）
選択率の高いものから、腹囲（ウエスト）・脂肪・体
重・大腿囲が７５％以上、上腕囲・下腿囲・腰囲（ヒッ
プ）・顔の長さ・肩幅・腰幅・足首囲・前腕囲・胴の長
さ・手首囲・顔の幅・頭囲・ほほ・あごが５０％以上、
手・首の太さ・鼻の幅・上肢・足・口がそれにつぐ。
〈女子大学生の自己身体像の拡大・縮小志向〉
全身からみると、身長はより高く、体重はより少なく
といった細長体型志向を示す。さらに胴はより短く、下
肢はより長く、身体組成では脂肪は縮小志向を示す。部
分では、肩幅はより狭く、上肢・下肢はより細いことを
よしとする。体幹についてみると、胸囲（バスト）は拡
大志向、腹囲（ウエスト）・腰囲（ヒップ）・腰幅は縮小
志向を示す。頭・顔では、目・鼻の高さは拡大志向、頭
囲・顔の長さ・顔の幅、鼻の幅・口・ほほ・あごは縮小
志向を示す。耳は現状容認の割合が高い。
以上、細長体型・痩身志向が明らかとなり、顔貌につ
いては、欧米人のような小顔で目鼻立ちのはっきりとし
た顔立ちが望まれていることがわかった。

２ 年次的変化

①１９８１年女子大学生調査との比較
２０２０年調査を１９８１年調査結果と比較し、年次的変化を
みた。（図２・３）
〈全身〉１９８１年・２０２０年調査ともに、身長はより高く体
重はより少なくといった細長体型志向を示すが、今回調
査で身長のマイナス選択率は増しており、有意な差がみ
られた。
〈長さ〉首の長さでは、プラス選択率は減り、逆にマイ
ナス選択率が増え、有意差がみられた。胴の長さでは、
両調査ともに短いことをよしとするが、今回調査でマイ
ナス選択率は減っており、有意な差がみられた。上肢長
では、今回調査ではマイナス選択率は増しており、有意
な差がみられた。下肢長・下腿長では、ともに長いこと
をよしとするが、今回調査のプラス選択率は減り、逆に
マイナス選択率は増しており、ともに有意な差がみられ
た。
〈周・幅〉肩幅は、今回調査でマイナス選択率は増して
おり、有意な差がみられた。胸囲（バスト）は両調査と
もに拡大志向を示している（プラス選択率：１９８１年５１％、
２０２０年６０％）。手首囲・大腿囲は、今回調査でプラス選
択率は増しており、有意差がみられた。また、大腿囲・
下腿囲は今回調査でマイナス選択率は減少しており、有
意差がみられた。
〈顔・頭〉頭囲・顔の長さ・鼻の高さ・あごは今回調査
のマイナス選択率は増しており、有意な差がみられた。
口では今回調査ではプラス選択率が増え、有意な差がみ
られた。
〈手・足〉手は今回調査のマイナス選択率は増しており
有意な差がみられた。一方、足についてはプラス選択率
が増し、逆にマイナス選択率は減少し、有意な差がみら
れた。
〈器官・組成〉脂肪は両調査ともに、縮小志向を示して
いる（マイナス選択率：１９８１年８３％、２０２０年８３％）。

以上、１９８１年調査との比較では、両調査ともに細長体
型・痩身志向を示すが、２０２０年では身長のマイナス選択
率が増している。さらに下肢長・下腿長のプラス選択率
は減少し、大腿囲・下腿囲のマイナス選択率が減少する
など、細長体型・痩身志向に変化がみられた。また、か
つて小さいことがよしとされていた口・足についてもプ
ラス選択率が増すなど、多様性の萌しがうかがえる。

②2006年女子大学生調査との比較
次に、２０２０年調査結果を２００６年調査結果と比較し、年

次的変化をみた。（図２・４）
〈全身〉２００６年・２０２０年調査ともに、身長はより高く体
重はより少なくといった細長体型・痩身志向を示した。

日本人女子大学生の自己身体像
―拡大・縮小志向の年次的変化―

63



縮小志向（－）
050100

（％）
0 50

拡大志向（＋）
100
（％）

〈全身〉
身長

体重

〈長さ〉
首

胴

上肢

下肢

大腿

下腿

〈周・幅〉
首

肩幅

胸囲

胸・厚

腹囲

腰囲

腰幅

上腕

前腕

手首

大腿

下腿

足首

〈頭・顔〉
頭囲

顔・長

顔幅

目

鼻・高

鼻幅

口

耳

ほほ

あご

〈手・足〉
手

足

〈器官・組成〉
筋肉

脂肪

心・血液

胃・腸

肺・気管

腎・膀

図２ 2020 年調査 女子大学生の身体部位・身体組成の拡大・縮小志向（n＝40）
中央より右■は拡大志向（＋選択率・％）、左 は縮小志向（－選択率・％）を示す
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図３ 1981 年調査 女子大学生の身体部位・身体組成の拡大・縮小志向（n=195）
中央より右■は拡大志向（＋選択率・％）、左 は縮小志向（－選択率・％）を示す

（年次差 ＊：P＜０．０５ ＊＊：P＜０．０１ χ2 検定）
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図４ 2006 年調査 女子大学生の身体部位・身体組成の拡大・縮小志向（n=63）
中央より右■は拡大志向（＋選択率・％）、左 は縮小志向（－選択率・％）を示す

（年次差 ＊：P＜０．０５ ＊＊：P＜０．０１ χ2 検定）
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〈長さ〉首の長さでは、両調査ともに長いことをよしと
するが、今回調査ではプラスの選択率は減少しており、
有意な差がみられた。上肢長は、今回調査ではマイナス
選択率は増しており、有意差がみられた。下肢長・大腿
長・下腿長は、両調査ともに長いことをよしとするが、
今回調査ではプラスの選択率が減少し、逆にマイナス選
択率は増し、それぞれ有意な差がみられた。
〈周・幅〉両調査ともに胸囲（バスト）は拡大志向、そ
れ以外の項目では縮小志向を示すが、今回調査では腹囲
（ウエスト）・腰囲（ヒップ）・大腿囲・下腿囲のマイナ
ス選択率は減少し、有意な差がみられた。
〈顔・頭〉両調査ともに目・鼻の高さは拡大志向、その
他の項目は縮小志向を示すが、鼻の高さは今回調査では
マイナス選択率は増しており（２００６年０％、２０２０年１０％）、
有意な差がみられた。また、耳は今回調査ではプラス選
択率は減少し、有意差がみられた。
〈手・足〉手・足は、両調査ともに小さいことをよしと
している。
〈器官・組成〉筋肉については、両調査ともに拡大志向
を示すが、今回調査ではプラス選択率は減っており、有
意な差がみられた。脂肪については両調査ともに縮小志
向を示すが、今回調査ではマイナス選択率は減少し、有
意な差がみられた。胃や腸は今回調査ではマイナス選択
率は減少し、有意な差がみられた。

以上、２００６年調査との比較では、両調査ともに細長体
型・痩身志向を示すが、今回調査では下肢長・大腿長・
下腿長のプラス選択率は減少し、逆にマイナス選択率は
増している。また、腹囲（ウエスト）・腰囲（ヒップ）・
大腿囲・下腿囲・脂肪等においてマイナス選択率は減少
し、２０２０年調査では２００６年調査ほどの痩身志向は認めら
れなかった。

③1981年・2006年・2020年女子大学生調査の年
次的変化
各調査ともに細長体型・痩身志向を示すが、２０２０年調
査では、例えば下肢長はプラス選択率が減少し、逆にマ
イナス選択率は増加し、体幹や下肢の周・幅についても
マイナス選択率が減少するなど、１９８１年・２００６年調査ほ
どの痩身志向は認められなかった。
一方で、口については１９８１年調査では小さいことをよ
しとしていたが、２００６年・２０２０年調査ではプラス選択率
が増している。また、足についても１９８１年調査では小さ
いことをよしとしていたが、２００６年・２０２０年調査ではプ
ラス選択率は増加し、逆にマイナス選択率は減少するな
ど、口・足についての志向に多様性の萌しがうかがえた。
以上のことから、これまで細長体型・痩身志向一辺倒

であった身体的理想像に多様化が生じた可能性が示唆さ
れた。

３ 日本人女性（２０歳代）の「やせの者の割合」の年次
推移
１９８１年・２００６年・２０２０年の調査結果から若年女性の痩
身志向が約４０年にも渡って継続していることが明らかと
された。では、実際の体型はどのように変化しているの
であろうか。我が国の国民の健康づくり施策である「健
康日本２１」（第二次）１３や厚生労働省「国民健康白書」・「国
民健康・栄養調査」をもとに検討を加えた。「健康日本
２１」（第二次）では、「２０歳代女性のやせの者（BMI 値
＜１８．５）の割合２０％」という目標が設定されているが、
２０歳代女性の「やせの者の割合」の年次推移を見ると１４、
１９８１年では１４．０％、２００６年は２３．１％、２０１０年は２９．０%、
今回調査に最も近い２０１９年は２０．７%であった。１９８１年か
ら２００６年にかけて「やせの者の割合」は２倍近くに増え、
２０１０年が最も高く、その後は多少の増減を経ながら緩や
かに低下傾向を示している。
「やせの者の割合」が２０１０年に最も高くなった背景と
して、２００８年から特定健康診査・特定保健指導が義務化
され、また「メタボリックシンドローム」が２００６年の流
行語大賞にノミネートされるなど１５、人々が肥満と生活
習慣病との関係や逆に過度の痩身志向など、体型に対す
る関心が高まったことが考えられる。
２０１１年以降「やせの者の割合」は緩やかに低下傾向を
示し、本研究の２０２０年調査結果において、痩身志向の変
化が示唆されたこととの関連性がうかがえる。その背景
として、２００５年に食育基本法が制定されるなど、やせが
もたらす健康リスク、特に母子保健における健康リスク
が、思春期・青年期の健康教育やメディアを通して幅広
く喚起されるようになり、当事者である若年女性にも適
正な理想の身体像の認識が広まってきていることが推察
される。

４ 身体像の多様化と「ボディポジティブ」
次に、近年の身体的理想像の多様化の観点から本調査
結果の背景を探った。近年、ダイバーシティ、インクルー
ジョンといった語を用いて、社会通念上正しい、あるい
はマジョリティーとされてきたものを追求せずに、あり
のままの自己や他者を受け入れる動きが拡大してきてい
る。身体像に関していえば、近年「ボディポジティブ」
という語が欧米から生まれ、ソーシャルメディアを通し
て広く発信されている。「ボディポジティブ」とは、「太っ
ている・痩せているに関わらず、ありのままの体型や見
た目を愛すること」とされている１６。これまで提案され
てきた画一的な理想の身体像に異を唱え、素の自分を受
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け入れていく運動のことである。この運動は、２０１２年に
始まったとされているが１７、冒頭に述べた雑誌『la farfa』
の創刊（２０１３）もこの運動の影響下にあったと考えられ
る。この運動を受けて、標準体型や肥満体型をしている
タレントや一般人が自らのありのままの身体をソーシャ
ルメディア上で公開し、露出の機会を多く持ち、それに
伴い大きいサイズ専門のファッションブランドが増える
など社会へ影響を与えている。
ソーシャルメディアやファッションに敏感な日本の若
年女性も「ボディポジティブ」という語は知らないまで
も、理想の身体像が新たなフェーズを迎えつつあること
を認識し始めているのではないだろうか。今回調査では、
理想の身体像に多様性が生じたことが示唆されたが、今
後「ボディポジティブ」がもたらした社会情勢との関連
性についても究明していきたい。

５ やせの女性の理想像
おおよそすべての先行研究は、痩身志向の実態を明ら
かにし、適正な身体像の誤認や過度なダイエットに対し
て警鐘を鳴らしている。しかし、もともとやせ体質で、
その現状に不満を持ち、肉付きが良くなりたいと願う女
性も一定数いることが考えられる。「太りたいのに、太
りたいという言葉を発すると周囲から反感を買ってしま
う」ことを危惧している女性たちの孤独な悩みがイン
ターネット上に散見されるからである。
２０２０年調査では、１９８１年調査・２００６年調査ほどの痩身
志向は認められなかった。つまり、やせ体質の女性が痩
せていることをよしと思わず、健康的で適正な体型を望
むようになったのではないかと考えられる。加藤・富田
（２００３）１８は、女子大学生の体型が長身でスリム化の傾向
にあることを報告しているが、実際の体型がスリムに
なってきていることからやせの必要を感じていない女性
も増えてきているのではないだろうか。また、國本ら
（２０１７）１９によると、BMI 値１８．５未満の若年女性は「理
想では痩せた体型を望むけれども、健康を配慮し理想よ
りやや太い体型が望ましいと考えている」ことを報告し
ている。これまでの研究では、痩身信仰ばかりに着目し
がちであったが、今後は実際の体型の多様性を踏まえ、
体型別による拡大・縮小志向を考察し、さらに現状容認
（±）にも着目し、研究を深めていきたい。

まとめ

日本人女子大学生の自己身体像の拡大・縮小志向につ
いて、都内K大学１９～２０歳女子大学生４０名を対象に、
森下ら（１９８３）１１の質問紙法により調査を行い、現代の若
年女性の自己身体像についての志向をみた。さらに１９８１

年調査・２００６年調査との比較より年次的変化について検
討した。

（１）２０２０年調査における女子大学生の理想とする自己
身体像は、身長はより高く、体重・脂肪はより少なくと
いった細長体型・痩身志向を示した。体幹については、
胸囲（バスト）は拡大志向を示し、それ以外の周・幅は
縮小志向を示し、メリハリのある体型を望み、顔貌につ
いては、欧米人のような小顔で目鼻立ちのはっきりとし
た顔立ちが望まれていることがわかった。

（２）１９８１年調査と比較し、年次的変化をみると、両調
査ともに細長体型・痩身志向が認められる。しかし２０２０
年調査では身長のマイナス選択率は増し、下肢長・下腿
長のプラス選択率の減少、大腿囲・下腿囲のマイナス選
択率の減少がみられ、細長体型・痩身志向に変化がみら
れた。また、かつて小さいことがよしとされていた口・
足についてはプラス選択率が増しており、多様性がうか
がえる。

（３）２００６年調査と比較し、年次的変化をみると、両調
査ともに細長体型・痩身志向を示すが、２０２０年調査では
下肢長・大腿長・下腿長のプラス選択率は減少し、逆に
マイナス選択率は増している。また、腹囲（ウエスト）・
腰囲（ヒップ）・大腿囲・下腿囲・脂肪等においてマイ
ナス選択率は減少し、２０２０年調査では２００６年調査ほどの
痩身志向は認められなかった。

（４）１９８１年調査・２００６年調査・２０２０年調査を通した年
次的変化をみると、各調査ともに細長体型・痩身志向を
示したが、２０２０年調査は１９８１年・２００６年調査ほどの痩身
志向は認められなかった。また、１９８１年調査で小さいこ
とをよしとされていた口・足については、２００６年・２０２０
年調査において縮小志向ではあるが、プラス選択率も増
加している。以上のことから、女子大学生の身体的理想
像に年次的変化が生じたことが示唆された。

（５）若年女性の身体的理想像の多様化が生じたこと
は、２０歳代女性の「やせの者の割合」が近年減少傾向に
あることとの関連が推測される。この背景には、近年の
健康教育や「ボディポジティブ」運動の影響が考えられ
る。
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